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課題

DXって何だろう？

私には関係ない･･･

ＩＣＴ化が進 ん で い な い …

デ ジ タ ル 化 に詳 し い 人材 が い な い …

ＩＣＴ化の意 識 が 低 い …

01 目的 と 背 景



目標

目的： デ ジ タ ル 人材 の育成 と D X の推進

02 目的 と 背 景

課題解決に向け、職場ＤＸ プ ロ グ ラ ム を 実 施

各事業所で人材 を 養 成

I C T に よ る 業 務 効 率 化

ツ ー ル の 内 製化

新 た な価値の創設



03 実践内容

職場ＤＸプ ロ グ ラ ム の 実 施

2 受講者

1 実施時期 令和５年度 10月～3月（６か月間）

令和６年度 ６月～11月（6か月間）

ＩＴコンサルタント業者と契約し、受講者が実用化できる成果物を作

成することを最終目標に、知識技術の習得のためのeラーニングの実施

と、トレーナーによる、成果物作成のための技術指導を行う。

本人の意欲と所属長の推薦

令和５年度 ９名

令和６年度 ８名（うち５名が前年度からの継続）



4 デメリット

3 メリット

受講者ごとにトレーナーが付き、定期的な面談

を実施。成果物作成に向けた具体的なアドバ

イスがあり、効率的な学習が可能。

受講者が業務の合間に自主的に学習を行うた

め、進捗が個人に任される。

業者との契約費用が高額となる。

（厚労省の人材開発助成金を申請：受講料の

60％を受給）



I C T化できるもの・したいものの検討（課題抽出）01

成果物のイメージ設定 （目標設定）02

eラーニングの実施 （知識習得）03

成果物の作成 （目標達成）

04 トレーナーによる指導  （実践）

05

Program

プ ロ グ ラ ム の 進め方



パソコン上で、人が実行する作

業をロボットが代行 自動化
R P A

（シ ス テ ム 名 ： U i P a t h )

[  プ ロ グ ラ ム で 学習したツ ー ル の 内容  ]

アプ リ 開 発
（シ ス テ ム 名 ： A p p S h e e t )

ノーコード（プログラミングを

使わない）による業務管理シ

ステムの開発

B I ツ ー ル
（シ ス テ ム 名 ：

L o o k e r S t u d i o ）

リアルタイムでのデータの可視

化や分析



03

エクセルデータか

ら、会計システム

での仕訳伝票を自

動作成

給与システムから

データ抽出、エク

セルの様式に加工

[  各 受 講 者 の 取 組 み 内 容  ]

エクセルデータか

ら講師謝金の支払

いデータの自動作

成

エクセルデータを

ＰＤＦ化し、各事

業所へメール送信

R P A
（シ ス テ ム 名 ： U i P a t h )

パソコン上で、人が実行する作業をロボットが代行 自動化

旅費データからイ

ンターネットバン

キングへの自動転

記



03アプ リ 開 発
（シ ス テ ム 名： A p p S h e e t )

ノーコード（プログラミングを使わない）による業務管理システムの開発

B I ツ ー ル
（シ ス テ ム 名： L o o k e r S t u d i o ）

指定管理施設の拾得

物管理システムを開

発し、複数窓口で拾

得物を同時管理

行事のアンケート

を集計・分析し、

保護者へフィード

バック

アクシデント・イ

ンシデント報告書

の集計・分析

貸出絵本の管理シ

ステムを開発し、

バーコード読み取

りで蔵書管理

安全衛生点検表を

アプリ化し、デー

タによる可視化

アクシデント・イ

ンシデント報告書

をアプリで作成・

共有

施設内の消耗品の

在庫管理と発注シ

ステムを開発

リアルタイムでのデータの可視化や分析



アプ リ 例

在 庫 管 理



ＢＩツ ー ル 例 行事アン ケ ー ト



04

組 織 内 で の 共 有

①

法人内で発行する機

関誌「かたらい」に

記事を掲載し、実施

状況を共有



04

職場ＤＸプ ロ グ ラ ム 発 表 会の実施

受講者が学んだ内容や取組み成果を発表し、全職員と共有

形式 会場参加及びオンライン（後日、録画データも共有）

発表者 8名（令和6年度受講者全員）

内容 各受講者の発表（７分程度）

 ・目標 ・学んだスキル ・作成内容 ・導入時期、導入効果

 ・感想

トレーナーからの補足や今後の展望、アドバイス

質疑応答

組織内での共有 ②



04

事 業 所 内 職 員 へ の ニ ー ズ 調 査

プログラムを受講した職員が、所属内で、効率化したい内容を

職員に調査実施。

組織内での共有 ③

【 別 添 参 照 】

その結果をもとに、次の内容を判断

・内部でデジタル化ができるのか

・業者に依頼するのか

・優先度

1

2

3 判断結果をもとに、効率化を検討







05

良かったこと

実 施 後 の 効 果

当初の目的 : デ ジ タ ル 人材の育成 と D X の推進

・課題となっていたデジタル化が進んだ

・ツールの知識をもつ職員が増えた

・DXがより身近になった

課題 ・実用化に時間がかかる（知識や時間が足りない）

・ツール使用に有償のものがある（費用対効果）

・人材養成したが、今後の取組みは･･･

今回のＤＸプログラム受講者を中心に推進チームを結成

し、法人全体のＤＸを進めていく予定

今 後 に 向 け て
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